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《人ロの動き》

12月1日現在

　『　　1　甲’

　P1　　　　　　　　　ぢ

　麟

ぐ

　　　　　　　　　　　　糊継麟

翻鐸
，1P　越響
　　　　．　　繋欝

　　　　謙蹴

　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　贈

男3，284（一12）女3，319（一19）計6，603（一31）

出生2　死亡3　転入H　転出41

灘

　
、
蜘懸鞠

櫛螺舞鰯聡　　．騨　　　聯

繊

　　　　1鞭P　脚

撫職

　蘇

欝　．

鰍
．

世帯数1，766（一6）
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産
米
の
売
渡
状
況
　
　
　
　
（
産
業
シ
リ
ー
ズ
⑳
）

　
　
　
一
割
増
収
運
動
の
成
果
実
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
比

　
今
年
の
稲
作
は
春
以
来
の
好
天
候

に
支
え
ら
れ
順
調
な
生
育
経
過
を
た

ど
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
年
作
を
上

廻
る
豊
作
で
あ
り
ま
し
た
。
売
渡
し

総
数
は
、
八
八
、
一
三
四
袋
で
あ
り
、

県
か
ら
の
限
度
数
量
に
は
七
、
〇
四

六
袋
足
り
な
か
っ
た
も
の
の
、
昨
年

よ
り
一
七
、
二
二
二
袋
多
く
」
三
年
連

続
の
不
作
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
上
位
等
級
比
率
も
九
二
％
と

近
年
に
な
い
好
成
績
で
あ
り
ま
し
た
。

状　況

　　単位：袋／30kg

渡売米産年57

二
四
・
三
％
の
増
収

　
◎
主
な
品
種
別
の
作
付
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
．

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
　
ニ
一
七
㎞
禿
三
％

　
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
一
八
七
㎏
二
五
⊥
％

新
潟
早
生
　
一
四
九
㎏
　
る
⊥
％

五
百
万
石
　
　
五
七
㎞
　
　
七
・
六
％

こ
が
ね
も
ち
　
五
二
㎞
　
　
七
6
％

越
路
早
生
　
　
二
七
㎞
　
　
三
も
％

ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
ニ
七
㎞
　
　
三
毛
％

出
荷
農
家
数
　
一
、
○
＝
二
戸

水
稲
作
付
面
積
　
七
四
一
㎞

荷出　　の策

　
醸
　
　
　
　
　
豪
．

　
　
欝

　
轟
擢
．

簿
　
『鑑

灘
黙
，
鼻

限度数量 売渡数量 売渡の内訳
等級別売渡数量

1等 上位
等級

2等 3等 規格外

う
　
　
る
　
　
ち
　
　
米

（91，080）

91，496

限度内

（68，614）

84，482

規格外

（213）

　189

政府

米
その他うるち 9，516 4，716 4，716 4，186 425 189

自
主
流
通
米

越路早生 3，449 3，370 3，370 79

コシヒカリ 18，434 18，025 18，025 409

越みの1） 461 437 437 24

ホウネンワセ 3，670 3，670 3，670

トドロキワセ 19，938 19，938 19，938

新潟早生 20，061 20，061 20，061

五百万石

8，860 8，860 2，999 5，861

282
㊥A

220

㊥B

　62

小計
（91，080）

91，496

（68，827）ゲ

84，671
84，671 70，217 79，077 7，917 6，348 189

も
ち
米

（4，684）

3，684

限度内

（2，083）

3，450

規格外
（2）

　13

自
主
流
通
米

こがねもち 3，381 2，011 2，011 1，292 65 13

陸もち 14 11 3
その他もち 68 23 23 24 21

小計
（4，684〉

3，684

（2，085）

3，463
3，463 2，034 2，034 1，327 89 13

合計
（95，764）

95，180

（70，912）

88，134
88，134 72，251 81，111 9，244 6，437 202

羅
．
．

1．酒米、2等、3等は上位等級に含む。

2．酒米、㊥A、⑧Bはその他うるちである．

3．（）内数字は、56年産米数量である。

注

》覗

灘

東
山
耕
作
組
合
念
願
の
一
千
万
円
達
成

反
収
・
売
上
代
金
も
史
上
最
高

　
今
年
の
葉
た
ば
こ
耕
作
は
、
町
全

体
と
し
て
は
面
積
も
耕
作
者
も
前
年

よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
作
況
は

良
好
で
あ
り
、
反
当
収
量
は
二
六
二

㎏
と
町
の
史
上
第
二
位
で
、
反
当
売

上
代
金
は
史
上
最
高
の
四
十
万
九
千

円
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
東
山
耕
作
組
合
で
は
、
昭
和

52

年
か
ら
七
戸
が
協
業
で
二
・
六
㎞

の
耕
作
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

遂
に
念
願
の
一
千
万
円
の
売
上
を
達

成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
個
人
と
し
て
史
上
最
高

の
反
当
り
五
九
万
七
千
円
の
好
成
績

を
納
め
た
人
も
お
り
ま
す
。

　
百
万
円
以
上
の
売
上
げ
農
家
は
十

七
戸
と
前
年
よ
り
二
戸
増
え
、
町
の

農
産
物
と
し
て
米
に
つ
い
で
畜
産
と

並
ぶ
高
収
益
が
あ
り
、
今
後
も
複
合

経
営
の
柱
の
一
つ
と
し
て
作
付
の
拡

大
と
生
産
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
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釜
書
歪
翌
謬
翌
…
裂
コ
5
曜
翌
翠
翠
裂
歪
翌
裂
謬
…
書
書
］
5
男
訴
睾
蚤
5
野
5
蚤
蚤
肇
5
雪
5
蚤
5
雪
5
雪
【
コ
5
当
雪
5
5
駈
当
5
一
翌
コ
雪
5
［
コ
曜
コ
［
コ
一
コ
曜
ヨ
【
コ
一
コ
一
．
［
コ
曜
コ
一
コ
曜
コ
【
］
一
3
一
コ
曜
コ
鷹
コ
一
コ
一
コ
［
コ
一
薯
［
コ
曝
コ
曜
亟
【
コ
鷹
コ
曜
コ
一
コ
曜
コ
曜
コ
‘
コ
曜
コ
巳
コ
曜
コ
一
コ
［
コ
．

部落名 人員 耕作面積 収　量 収納代金
10アール当り kg当り

金額収量 金額

松代 2 a
2

3．9

kg

673．5 　円1，068，390

kg

282
　円
447，025

円
1
，586

太平 5 104．7 2，645．0 4，362，705 253 416，686 1，649

田　沢 2 41．1 1，100．5 1，574，330 268 383，049 1，431

池尻 1 11．1 261．0 348，585 235 314，041 1，336

会沢 2 30．8 845．0 1，481，145 274 480，891 1，753

清水 6 86．6 2，260．0 3，602，935 261 416，043 1，594

桐　山 1 13．0 348．5 566，610 268 435，854 1，626

蓬平 1 15．8 433．5 541，045 274 342，434 1，248

東　山 1 272．9 6，953．5 10，064，190 255 368，787 1，447

犬伏 6 193．9 5，167．0 8，456，545 266 436，129 1，637

孟地 9 246．8 6，807．5 10，906，040 276 441，898 1，602

中子 1 21．7 524．0 768，060 242 353，945 1，466

片桐山 3 57．8 1，800．0 2，745，580 311 475014 1，525

滝沢 2 54．5 1，324．0 2，067，810 243 379，415 1，562

莇平 2 32．8 799．5 1，097，530 244 334，613 1，373

蒲生 4 49．4 1，107．0 1，690，465 224 342，199 1，527

福島 1 29．0 672．0 1，270，055 232 437，950 1，890

計 49 1，285．8 33，721．5 52，612，020 262 409，177 1，560

一今後期待される

　　　野菜の振興一

　
今
年
の
転
作
ナ
ス
は
十
三
戸
で
約

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
け
が
な
さ
れ
、

収
量
、
販
売
額
と
も
に
好
成
績
を
あ

げ
ま
し
た
。
生
産
量
は
、
目
標
の
反

収
六
ト
ン
を
超
え
、
昨
年
の
四
．
八

ト
ン
を
一
・
六
ト
ン
上
廻
り
ま
し
た
。

最
高
八
ト
ン
を
超
え
た
農
家
も
あ
り
、

生
産
技
術
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
す
。

販
売
額
も
台
風
に
よ
る
他
産
地
の
被

害
の
影
響
も
あ
り
、
高
値
が
続
き
最

終
キ
ロ
当
り
単
位
も
二
七
五
円
と
昨

年
の
一
・
七
倍
と
な
り
ま
し
た
。
反

当
り
平
均
一
七
〇
万
円
の
販
売
額
は

驚
異
的
で
あ
り
、
今
年
の
よ
う
な
価

格
が
毎
年
続
く
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん

が
、
他
の
作
物
に
比
べ
て
有
利
で
あ

る
こ
と
は
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

ナ
ス
は
栽
培
面
積
を
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
に
拡
大
し
、
産
地
化
を
目
指
し
、

さ
ら
に
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
複
合
経
営
の
柱
の
一
つ
と
し

て
振
興
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
イ
ン
ゲ
ン
に
つ
い
て
は
、
婦
人
や

高
令
者
の
余
剰
労
力
を
利
用
し
た
副

業
所
得
の
向
上
の
た
め
取
り
入
れ
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
年
々
増
え
、
今

年
は
栽
培
農
家
数
も
面
積
も
昨
年
の

倍
以
上
に
増
え
、
販
売
額
も
二
、
四

〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
松
代
町

の
イ
ン
ゲ
ン
の
栽
培
・
出
荷
の
特
色

は
少
面
積
（
一
戸
一
～
二
畝
）
で
長

期
間
収
穫
し
、
出
荷
も
す
べ
て
一
五

〇
グ
ラ
ム
の
パ
ッ
ク
詰
と
し
て
い
る

こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
手
間
を
売
る
方

式
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
台
風
十
号

の
被
害
で
減
収
と
な
っ
た
地
域
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
一
戸
平
均
で

十
二
万
五
千
円
の
販
売
高
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
他
の
野
菜
と
し
て
、
き
ゅ
う

り
や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
が
作
ら
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
は
輪
作
体
系
や
試
験

的
な
栽
培
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
振
興

す
る
作
物
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
ま
で
の
水
稲
偏
重
の
農
業
経
営
か

ら
、
畜
産
、
畑
作
、
養
蚕
な
ど
の
複

合
経
営
の
積
極
的
導
入
を
進
推
し
、

農
業
所
得
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
急

務
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
家

町
・
農
協
が
一
体
と
な
っ
て
各
種
事

業
を
推
進
し
な
が
ら
そ
の
実
現
に
向

か
っ
た
努
力
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年

野
菜
販
売
成
績

昭和57年野菜販売成績
作　　　目

栽　　　培 販　　　売　　　量 10アール当り

農家数 面　積 数　量 単価 金　　額 収　量 金　　額

な　　　　　す 戸
13

　a

97
　　kg
62，148

円
2
7 5

　　　　円
17，118，002

　　kg
6，407

　　　　円
1，764，742

い　ん　げ　ん 198 266 28，400 871 24，744，950 1，068 930，261

き　ゅ　う　り 6 25 2，145 156 334，100 858 133，640

か　ぼ　ち　ゃ 6 20 5，300 58 310，000 2，650 155，000

キ　ャ　ベ　ツ 1 12 3，390 81 273，800 2，825 228，167

スイトコーン 4 15 1，049 113 118，850 699 79，233

計 228 435 102，432 42，899，702 2，356 986，200
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昭
和
五
十
七
年
度

肉
用
牛
集
約
生
産
基
地
育
成
事
業

牛
の
ア
パ
ー
ト
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
室
野
共
同
利
用
畜
舎
〉
（
福
島
地
内
）

　
牛
肉
の
安
定
的
供
給
体
制
を
確
立

す
る
た
め
肉
用
牛
集
約
生
産
基
地
に

地
域
指
定
さ
れ
た
当
町
の
目
玉
事
業

と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
室
野
共
同
利
用

畜
舎
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
儀
明
共
同
利
用
畜
舎
に

続
く
も
の
で
、
町
の
畜
産
振
興
の
う

え
か
ら
太
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
建
設
さ
れ
た
畜
舎
は
、
木
造
二
階

建
の
対
頭
式
畜
舎
で
延
面
積
は
五
三

〇
㎡
で
す
。
内
部
は
、
二
〇
頭
分
の

牛
房
の
ほ
か
分
娩
室
四
室
、
育
成
室
・

子
牛
室
各
二
室
と
充
分
な
余
裕
が
も

た
れ
て
お
り
、
多
頭
経
営
の
日
常
の

飼
養
管
理
と
子
牛
の
育
成
を
重
点
に

お
い
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
堆
肥
舎
、
尿
だ
め
、
強
制
換

気
装
置
、
運
動
場
が
設
備
さ
れ
環
境

衛
生
面
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
設
費
は
二
、
三
三
六
万
円
で
、

そ
の
七
十
五
％
は
国
・
県
、
町
の
補

助
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
補
助
残
に
つ
い
て
も
近
代
化
資

金
の
借
入
れ
に
よ
り
長
期
に
わ
た
る

低
利
な
資
金
調
達
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
「
牛
の
ア
パ
ー
ト
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
畜
舎
を
利
用
す

る
繁
殖
経
営
者
が
、
事
業
主
体
で
あ

る
松
代
町
農
協
に
使
用
料
を
納
入
す

る
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
利

用
者
は
一
時
的
な
多
額
の
出
資
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
本
事
業
の
問
い
合

せ
は
畜
産
係
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

嶺について

鰭・
礁

　
昨
年
末
以
来
、
値
下
が
り
し
は
じ

め
た
和
牛
子
牛
の
市
場
価
格
は
、
今

年
に
は
い
っ
て
も
、
そ
の
傾
向
は
続

き
平
均
価
格
で
一
頭
当
り
三
〇
万
円

を
下
回
る
よ
う
に
な
り
、
子
牛
取
引

き
に
対
す
る
価
格
補
て
ん
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
和
牛
子
牛
価
格
が

下
落
し
た
の
は
、
牛
肉
の
貿
易
自
由

化
圧
力
に
よ
る
乳
牛
の
肉
用
化
と
成

牛
の
食
肉
市
場
へ
の
出
回
り
な
ど
が

大
き
な
原
因
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
次
表
は
、
当
町
の
昭
和
五
十
七
年

度
子
牛
取
引
き
の
成
績
で
す
。

　
昨
年
度
に
比
べ
取
引
き
頭
数
は
大

幅
に
ふ
え
、
貸
付
牛
制
度
の
成
果
が

み
え
て
き
て
い
ま
す
。
反
面
、
子
牛

に
よ
っ
て
価
格
の
高
低
差
が
非
常
に

目
立
ち
ま
す
。

昭和57年度上越家畜市場、子牛販売価格一覧表

　　　　　　　　　　　　　　　　（松代町分）

性　　別 ♀ ♂ 計

出場頭数 44頭 41頭 85頭
売上金額 9，746，000円 11，025，000円 20，771，000円

最高価格 373，000円 365，000円 373，000円

最低価格 113，000円 80，000円 80，000円

平均価格 221，500円 268，902円 244，365円

生体1kg当弾価 1，021円 1，190円 1，103円

　
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
出
場
子

牛
の
体
積
で
す
。
月
令
に
み
あ
っ
た

発
育
を
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
子
牛
価
格
の
低
迷
期
で
あ
っ
て

も
体
型
、
資
質
、
血
統
、
発
育
の
す

ぐ
れ
た
子
牛
は
高
く
取
引
き
さ
れ
て

い
ま
す
．

　
今
後
、
優
良
牛
生
産
方
式
に
よ
る

種
雄
牛
の
選
定
間
題
も
あ
り
ま
す
が
、

基
本
と
な
る
親
牛
の
飼
養
管
理
技
術

と
子
牛
育
成
技
術
の
向
上
を
図
り
、

分
娩
間
隔
の
短
縮
と
子
牛
の
斉
一
性

を
目
標
に
努
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

桝鷺
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「
老
人

保
健
で

診
療
を
受
け
る

　
2
月
1
日
か
ら
7
0
才
（
寝
た
き
り

の
状
態
の
人
は
65
才
）
以
上
の
お
と

し
よ
り
は
、
み
ん
な
老
人
保
健
（
老

人
保
健
法
に
よ
る
制
度
）
で
診
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
留
意
し
支
障
の
な
い

よ
う
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

◎
お
と
し
よ
り
の
医
療
は

　
　
　
み
ん
な
老
人
保
健
で

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
、
職
場
の

　
健
康
保
険
、
公
務
員
の
共
済
組
合
、

　
船
員
保
険
、
日
雇
健
康
保
険
な
ど
、

　
ど
の
よ
う
な
保
険
に
加
入
（
被
保

　
険
者
あ
る
い
は
扶
養
家
族
）
し
て

　
い
よ
う
と
も
、
7
0
才
（
寝
た
き
り

　
の
人
は
6
5
才
）
を
過
ぎ
れ
ば
、
医

　
療
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
の
医

　
療
保
険
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
「
老
人

　
保
健
」
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
お
医
者
さ
ん
に

　
　
か
か
る
と
き
、

　
　
い
ま
ま
で
と
ど
う
違
う
か

　
①
　
い
ま
で
は
「
老
人
医
療
費
受

　
　
給
者
証
」
と
「
健
康
保
険
証
」

　
　
を
病
院
（
医
院
）
や
診
療
所
の

　
　
　
　
　
　
に
は
」

　
窓
口
へ
提
出
し
て
診
療
を
受
け

　
て
い
ま
す
が
、
2
月
1
日
か
ら

　
は
「
健
康
手
帳
」
　
（
1
月
中
に

　
町
役
場
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
）

　
と
「
健
康
保
険
証
」
（
い
ま
ま
で

　
の
も
の
）
を
提
出
し
て
診
療
を

　
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

勿
　
2
月
1
日
か
ら
は
一
部
負
担

（　
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
、
一
部
負
担
金
の
額
は
。

　
「
外
来
受
診
の
場
合
」

　
　
外
来
で
診
療
を
う
け
る
場
合

　
は
、
毎
月
一
つ
の
病
院
、
医
院
、

　
診
療
所
に
、
四
〇
〇
円
の
一
部

　
負
担
金
を
、
そ
の
月
の
最
初
の

　
診
療
の
日
に
支
払
い
ま
す
。

　
「
入
院
の
場
合
」

　
　
入
院
の
場
合
は
一
日
三
〇
〇

　
円
の
一
部
負
担
金
を
ニ
ケ
月
間

　
支
払
い
ま
す
。
　
（
た
だ
し
、
被

　
用
者
保
険
本
人
の
場
合
は
五
〇

　
日
）

鋤
　
い
ま
ま
で
所
得
制
限
に
該
当

（　
し
老
人
医
療
費
支
給
制
度
か
ら

　
除
か
れ
て
い
た
老
人
も
、
2
月

　
1
日
か
ら
老
人
保
健
の
対
象
に

　
な
り
、
す
べ
て
の
お
と
し
よ
り

　
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

「
7
0
才
と
は
」
と

　
　
「
寝
た
き
り
の
状
態
と
は
」

☆
　
7
0
才
と
は

　
　
老
人
保
険
に
よ
る
医
療
は
、

　
7
0
才
の
誕
生
日
の
月
の
翌
月
か

　
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

　
誕
生
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と

　
き
は
そ
の
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま

　
す
。

☆
　
寝
た
き
り
状
態
と
は

　
　
　
文
字
ど
お
り
の
寝
た
き
り
で

　
　
な
く
重
度
の
障
害
の
状
態
の
人

　
　
で
、
町
長
の
認
定
を
受
け
た
人

　
　
を
い
い
ま
す
。

　
　
　
新
規
に
認
定
を
受
け
る
に
は
、

　
　
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る

　
　
た
め
の
国
民
年
金
証
書
あ
る
い

　
　
は
障
害
年
金
証
書
ま
た
は
医
師

　
　
の
診
断
書
と
、
医
療
保
険
の
加

　
　
入
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

　
　
健
康
保
険
証
を
提
出
し
て
認
定

　
　
を
受
け
ま
す
．

　
　
　
医
療
開
始
の
時
期
は
認
定
を

　
　
受
け
た
翌
月
で
す
。

　
　
　
た
だ
し
、
認
定
日
が
そ
の
月

　
　
の
初
日
で
あ
れ
ば
そ
の
月
か
ら

　
　
に
な
り
ま
す
．

◎
資
格
の
取
得
と
手
続

　
　
別
表
の
と
お
り
で
す
か
ら
、
間

　
違
い
な
く
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

表別

こ
ん
な
と
き

手
　
　
　
続
　
　
　
き

い
つ
ま
で

70

才
に
な
っ
た
と

き

保
険
証
を
添
え
て
居
住
地
の
市
町

村
長
に
届
出
る

70

才
の
誕
生

日
前

他
市
町
村
か
ら
転

入
し
て
き
た
と
き

保
険
証
を
添
え
て
居
住
地
の
市
町

村
長
に
届
出
る

14

日
以
内
に

他
市
町
村
へ
転
出

す
る
と
き

健
康
手
帳
を
添
え
て
居
住
地
の
市

町
村
長
に
届
出
る

転
出
す
る
前

に

死
亡
の
と
き

死
亡
の
届
出
義
務
者
が
死
亡
し
た

者
の
健
康
手
帳
を
添
え
て
市
長
村

長
に
届
出
る

14

日
以
内
に

市
町
村
の
区
域
内

で
居
住
地
を
変
更

し
た
と
き

居
住
地
の
市
町
村
長
に
届
出
る

14

日
以
内
に

加
入
資
格
を
失
っ

た
と
き

生
活
保
護
を
う
け
る
よ
う
な
場
合

は
加
入
資
格
を
失
い
ま
す
が
、
そ

の
と
き
は
健
康
手
帳
を
添
え
て
市

町
村
長
に
届
出
る

す
み
や
か
に

65

才
を
過
ぎ
て
寝

た
き
り
に
な
っ
た

と
き

国
民
年
金
証
書
あ
る
い
は
障
害
年

金
証
書
ま
た
は
医
師
の
診
断
書
お

よ
び
保
険
証
を
添
え
て
市
町
村
長

に
認
定
の
申
請
を
す
る

寝
た
き
り
に

な
っ
た
と
き

◎
み
て
も
ら
う
病
院
、

　
　
医
院
、
診
療
所

　
　
い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す
。

　
老
人
保
健
の
概
要
を
掲
載
い
た
し

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
細
い
規

定
が
あ
り
ま
す
。
　
一
月
に
は
詳
細
な

冊
子
を
各
世
帯
に
配
布
い
た
し
ま
す

が
、
老
人
保
健
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
せ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
社
会
課

福
祉
係
に
照
会
下
さ
い
。
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冬期問の

主要町道

羅
轟

灘

◎
県
道
・
国
道
は
前
年
度
と
同
様

　
国
・
県
道
は
業
者
な
ら
び
に
県
直

　
営
で
前
年
度
と
同
様
で
す
。

◎
町
道
は
町
直
営
で
次
の
と
お
り

　
○
蒲
生
～
堀
割
二
・
六
キ
ロ

　
○
田
野
倉
～
莇
平
一
・
ニ
キ
ロ

　
○
南
部
線
（
池
之
畑
）
四
キ
ロ

　
○
大
久
保
線
○
・
五
キ
ロ

　
○
松
代
駅
前
線
○
・
八
キ
ロ

◎
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

　
県
や
町
で
は
機
械
力
を
充
実
さ
せ
、

皆
様
の
足
を
確
保
し
ま
す
。
し
か
し
、

い
か
に
近
代
的
な
除
雪
車
で
も
皆
様

が
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と
低
下
し
ま

す
の
で
次
の
こ
と
を
守
っ
て
、
除
雪

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
様
ご
協
力
下

さ
い
。

◆
降
雪
前
に

　
除
雪
車
は
高
性
能
の
ロ
ー
タ
リ
ー

難

麟鑛
な
さ
ん
の
生
活
を
守
る
た
め

痂
全
の
体
制
で
進
め
ま
す

蹴

車
が
主
力
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
機
械

に
障
害
が
か
ら
む
と
作
業
能
率
を
落

し
、
機
械
を
故
障
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
次
の
こ
と
を
！

①
道
路
に
垂
れ
下
が
る
竹
や
木
は
切

　
る

　
除
雪
は
皆
様
の
協
力
が
あ
っ
て
で

き
る
こ
と
で
す
。
道
路
沿
い
の
竹
や

木
が
雪
の
重
み
で
道
路
に
垂
れ
下
が

る
と
、
そ
の
先
は
除
雪
で
き
ま
せ
ん

の
で
こ
の
よ
う
な
竹
や
木
は
切
っ
て

下
さ
い
。

②
材
木
や
ホ
ー
ス
等
を
撤
去

　
道
路
に
材
木
を
積
ん
だ
り
、
ホ
ー

ス
を
は
わ
せ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

除
雪
の
障
害
に
な
り
道
路
は
物
置
場

で
あ
り
ま
せ
ん
、
撤
去
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

◆
除
雪
が
始
ま
っ
た
ら

①
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
昼
夜
を
問
わ
ず
道
路
、
待
避
所
で

駐
車
し
な
い
で
下
さ
い
。
や
む
得
ず

駐
車
す
る
場
合
は
、
竹
ざ
お
等
に
赤

い
布
を
つ
け
る
な
ど
目
印
を
し
て
、

除
雪
時
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
近
く

で
待
機
し
て
下
さ
い
。
ど
う
し
て
も

離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
キ
ー

は
付
け
た
ま
ま
に
。

②
除
雪
し
た
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い

③
除
雪
車
に
近
よ
ら
な
い

　
作
業
中
は
危
険
で
す
。
除
雪
車
の

近
く
に
よ
ら
な
い
よ
う
に
。
特
に
子

供
に
は
、
よ
く
い
い
聞
か
せ
て
下
さ

い
。

④
危
険
か
所
に
は
赤
布
を

　
道
路
ぎ
わ
の
へ
い
な
ど
が
雪
に
埋

れ
て
い
る
と
、
除
雪
で
こ
わ
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
竹
ざ
お

に
赤
い
布
を
付
け
て
、
お
い
て
下
さ

い
。

◆
屋
根
の
雪
は

①
直
接
、
道
路
に
落
ち
る
屋
根
に
雪

崩
止
め

　
屋
根
の
雪
が
直

接
、
道
路
に
落
ち

る
建
物
は
屋
根
に

雪
崩
止
め
を
付
け

て
下
さ
い
。
屋
根

か
ら
落
ち
た
雪
で

事
故
が
起
き
た
時

は
、
損
害
賠
償
責

任
が
生
じ
ま
す
。

②
屋
根
の
雪
下
し

は
一
斉
に

　
道
路
附
近
の
方

々
は
隣
近
所
一
斉

に
雪
下
し
て
下
さ

い
。　

　
　
力
強

　
　
懸

灘
麗
羅

い

　
皆
さ
ん
の
冬
の
足
を
確
保

す
る
た
め
に
、
今
年
、
新
し

い
除
雪
車
を
一
台
を
購
入
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
除
雪
車

は
タ
イ
ヤ
式
で
、
キ
ャ
タ
ビ

ラ
式
に
比
ら
べ
る
と
能
率
も

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　
除
雪
車
の
購
入
価
格
は
、

一
六
、
二
三
〇
千
円
で
す
。

内
訳
は
、

　
国
補
助

　
　
　
一
〇
、
八
二
〇
千
円

　
町
負
担
五
、
四
一
〇
千
円

味
方

一蓋一灘歌論撫＿．＿

灘
鱗

勲
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第
二
種
“
二
車
線
確
保
を
原
則
と
し
、

　
　
　
　
状
況
に
よ
っ
て
は
一
車
線

　
　
　
　
と
待
避
所
を
設
け
る
。

o桐山

→2鎚以上は圧雪

苧島

　O

水清
　
沢
。

　
　
会

　
O

平
o

蓬
o田の舎

O孟地伏
o

犬
評
6

第
三
種
珪
一
車
線
で
待
避
所
を
設
け
、
｝

　
　
　
　
状
況
に
よ
っ
て
は
一
時
交

　
　
　
　
通
不
能
に
な
る
。

O　　一

　田沢

O莇平

O松代

O池尻
o千年

o儀明

。
生

　
蒲

O下山
》～o池の畑

O小屋丸

木和田原

　　O

峠
．
o

室野o

2種路線

｛｝種路線

奈良立o

o福島

ラ
ジ
オ
体
操
で
表
彰

太
平
友
の
会

　
十
一
月
十
九
日
に
行
な
わ
れ
た
、

太
平
友
．
の
会
（
会
長
高
橋
庄
市
郎
）

が
県
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
か
ら
優
良
団

体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
平
友
の
会
は
文
化
活
動
・
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
部
落
住
民
の
連
帯
意

識
を
高
め
明
る
い
村
・
明
る
い
家
庭

づ
く
り
を
目
的
と
し
、
七
年
前
に
結

成
し
、
活
動
を
行
な
い
そ
の
一
つ
と

し
て
、
五
年
前
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
に

取
り
組
み
、

　
　
　
　
　
毎
朝
六
時
半
に
な
る
と

幼
児
か
ら
高
令
者
ま
で
広
場
に
集
ま

欝

馨
　hlo”ll”・●9鴫II”，lll・mll””oll圃

り
、
ラ
ジ
オ
体
操
を

行
な
い
、
体
力
づ
く

り
に
励
み
、
昨
年
六

月
に
は
、
日
本
ラ
ジ

オ
体
操
指
導
員
を
招

き
ラ
ジ
オ
体
操
教
室

を
行
な
う
な
ど
、
巾

広
い
活
動
を
行
な
っ

た
結
果
、
今
回
の
ラ

ジ
オ
体
操
優
良
団
を

受
賞
さ
れ
た
も
の
で

す
。
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月
四
〇
〇
円
を

か
け
て

老
後
は
ひ
と
安
心

長
寿
”
長
い
老
後

　
昭
和
五
十
六
年
の
簡
易
生
命
表
に

よ
る
と
、
日
本
人
の
六
十
五
歳
の
平

均
余
命
は
、
男
性
十
四
・
八
五
年
、

女
性
十
七
・
九
三
年
で
す
か
ら
、
女

性
は
八
十
三
歳
、
男
性
も
八
十
歳
ま

で
生
き
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
長
寿
に
な
っ
た
こ
と
は
大
変
お
め

で
た
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
伴
い

私
た
ち
の
老
後
も
長
く
な
っ
た
わ
け

で
す
か
ら
、
老
後
の
生
活
設
計
が
よ

り
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
長
く
な
っ
た
老
後
を
、
手
ば
な
し

で
喜
ん
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
と
は

　
国
民
年
金
の
付
加
保
険
料
制
度

“
よ
り
多
く
の
保
険
料
を
か
け
て
、

噛
り
高
い
老
齢
年
金
を
う
け
て
、
平

穏
な
老
後
を
過
し
た
い
…
”
と
い
う

加
入
者
か
ら
の
強
い
要
望
に
応
え
て

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
付
加
保
険
料
に
加
入
し
ま
す
と
、

定
額
保
険
料
五
、
二
二
〇
円
の
ほ
か

に
付
加
保
険
料
四
〇
〇
円
、
合
わ
せ

て
五
、
六
二
〇
円
を
か
け
て
も
ら
い

ま
す
め

　
加
入
期
間
は
ひ
と
月
で
も
一
年
で

も
よ
く
、
納
付
月
ひ
と
月
に
つ
い
て

二
〇
〇
円
の
年
金
が
上
積
み
さ
れ
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年
間
で
モ
ト
が

（
，
も

　
●

　
た
と
え
ば
、
今
年
の
四
月
、
六
十

五
歳
で
も
ら
う
年
金
（
先
月
号
再
掲
）

は
、
四
六
八
、
三
〇
〇
円
と
な
り
ま

す
。　

人
の
”
死
”
を
ソ
ロ
バ
ン
勘
定
す

る
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
先

程
の
平
均
余
命
で
試
算
し
て
み
ま
す

と
、
男
性
は
八
十
歳
ま
で
の
十
五
年

間
に
付
加
年
金
を
合
計
四
一
四
、
○

○
○
円
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
か
け
た
付
加
保
険
料

の
総
額
は
、
五
五
、
二
〇
〇
円
で
す

か
ら
、
そ
の
差
三
五
八
、
八
○
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
い
わ
ゆ
る
“
ト
ク
”
に
な
る
勘
定

で
す
し
、
年
金
を
二
年
間
も
ら
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
た
分
の
“
モ
ト
”
が
と
れ
る
わ

け
で
す
。

◎今年の4月65歳でもらう年金は

　定額分：1，680円×192月×1，122＝361，912円

　付加分：　200円×138月＝27，600円

　特例分：　650円×（300－192）月×1，122・＝78，764円

　　　　　　　　　　合計　　　468，300円

◎65歳から80歳まで付加金としてもらう金額は

　　　　　27，600円×15年二414，000円

◎60歳まで付加分としてかけた金額は

　　　　　400円×138月＝55，200円

　
こ
う
し
て
み
ま
す
と
、
付
加
保
険

　
　料

を
か
け
る
こ
と
は
、
大
変
に
有
利

な
投
資
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
付
加
保
険
料
は
、
保
険
料
の
免
除

を
う
け
て
い
る
人
を
除
い
て
だ
れ
で

　
先
日
　
年
金
の
窓
口
に
国
民
年
金

の
受
給
者
と
思
わ
れ
る
女
性
が
、
息

を
せ
き
切
ら
せ
な
が
ら
心
配
そ
う
に

相
談
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
を
今
ま
で
出
し
忘
れ
ち
ま

っ
て
…
。

　
ど
う
し
た
ら
い
い
ろ
ね
エ
…
一

　
大
切
そ
う
に
持
っ
て
来
た
も
の
を

見
せ
て
も
ら
う
と
、
受
給
者
が
誕
生

月
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「

現
況
届
」
の
ハ
ガ
キ
で
す
。
そ
れ
も

誕
生
日
を
も
う
三
ヶ
月
も
過
ぎ
て
い

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
年
金
の
受
給
者
が
、
引
き
続
き
年

金
を
も
ら
う
た
め
に
は
、
「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
を
こ
の
人
は
知
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
　
「
い
つ
で
も
役
場
に
行

け
る
か
ら
…
…
：
西
と
安
易
に
考
え

て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

こ
の
女
性
の
場
合
は
、
誕
生
月
に

提
出
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
社
会
保

も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　
（
　
せ
ん
。
）

農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
必
ず
付
加
　
　
　
さ
あ
、
あ
な
た
も
長
い
老
後
に
備

保
険
料
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
　
　
え
て
付
加
保
険
料
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
乙
－
一
3
7
呂
3
一
7
．
3
3
7
畠
3
冒
盈
雷
3
7
畠
3
冒
盈
一
一
一
一
7
畠
3
3
品
3
＝
7
3
一
3
7
盆
＝
一
7
昌
＝
一
7
畠
3
＝
マ
昌
一
3
7
昌
一
3
7
呂
噂
3
7
昌
＝
一
7
畠
一
＝
7
畠
＝
＝
孟
3
＝
7
呂
一
一
一
7
呂
一
3
7
3
一
＝
7
呂
＝
一
7
昌
一
一
一
7
昌
3
冒
・
畠
＝
一
一
7
畠
翠
写

2
ん
亦
圓
も
壷
9
∂
役
場
2
日

　
　
　
、

険
庁
よ
り
”
催
告
状
”
と
と
も
に
も

う
一
度
「
現
況
届
」
の
ハ
ガ
キ
が
届

け
ら
れ
た
の
で
す
。

　
「
も
う
、
遅
い
ろ
か
ね
エ
…
一

　
誕
生
月
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
を
、
す
で
に
三
ヶ
月
も
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ
て
い
る
の
で
す
か
ら
”
早
い
”
と

い
う
こ
と
は
絶
体
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
今
回
届
い
た
「
現
況
届
」

の
ハ
ガ
キ
を
、
町
長
の
証
明
を
受
け

て
提
出
す
れ
ば
次
の
受
給
分
は
遅
れ

て
も
、
来
年
の
誕
生
日
ま
で
は
確
実

に
年
金
を
も
ら
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
内
容
の
こ
と
を
、
た

ま
に
脅
か
し
文
句
も
チ
ク
リ
、
チ
ク

リ
と
交
じ
え
て
説
明
し
て
や
り
ま
す

と
、
安
心
し
た
の
か
顔
に
笑
顔
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
女
性
は
、
早
速
戸
籍
係
よ
り

証
明
を
受
け
て
郵
便
局
へ
と
向
い
ま

し
た
。

　
大
切
な
年
金
で
す
。

　
　
　
だ
い
じ
に
し
て
下
さ
い
。
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一
◎
　
　
よ
、

　
、
㌧
♂
　
　
　
‘

た
の
し
く
お
い
し
く
呑
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑭

　
大
昔
か
ら
人
間
生
活
に
深
く
は
い

り
込
み
親
し
ま
れ
て
き
た
酒
も
、
そ

の
一
方
で
は
習
慣
性
の
あ
る
「
薬
物
」

と
い
う
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
飲
み

方
を
誤
れ
ば
心
身
の
健
康
を
害
し
、

と
き
に
は
生
命
を
も
奪
い
か
ね
な
い

飲
み
も
の
な
の
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
と
か
ら
だ
の
関
係
を

よ
く
理
解
し
、
せ
っ
か
く
飲
む
酒
を

お
い
し
く
楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め

に
、
酒
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

1
胃
腸
か
ら
の
吸
収

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
か
の
食
物
と
い

っ
し
ょ
で
な
い
場
合
に
は
「
全
量
」

が
胃
か
ら
小
腸
の
間
で
吸
収
さ
れ
ま

す
。
食
物
、
と
く
に
脂
肪
に
富
ん
だ

食
物
と
い
っ
し
ょ
に
飲
む
と
吸
収
が

お
さ
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
空
腹
の

と
き
は
平
均
し
て
飲
酒
後
4
0
～
60
分

で
血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
ピ

ー
ク
に
な
り
ま
す
。

2
血
中
か
ら
全
身
へ

　
血
管
の
多
い
脳
、
肝
臓
、
腎
臓
、

筋
肉
ホ
ル
モ
ン
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
も

大
量
に
運
ば
れ
る
た
め
、
飲
み
す
ぎ

の
影
響
も
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
お
こ

り
や
す
い
わ
け
で
す
。

3
排
せ
つ
と
代
謝

　
飲
ん
だ
ア
ル
コ
ー
ル
の
9
0
％
は
肝

臓
で
代
謝
さ
れ
、
残
り
は
腎
臓
か
ら

尿
と
し
て
ま
た
汗
や
は
く
息
か
ら
排

泄
さ
れ
ま
す
。
体
重
60
㎏
の
人
で
1

時
間
約
5
9
で
、
こ
れ
を
一
日
量
に

す
る
と
ビ
ー
ル
％
本
～
3
本
、
日
本

酒
銚
子
％
本
～
3
本
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
こ
こ
ろ

1
い
ろ
い
ろ
な
問
題

　
健
康
、
運
転
事
故
、
家
庭
問
題
、

職
業
犯
罪
等
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

2
飲
み
つ
づ
け
る
程
悪
く
な
る

　
の
み
つ
づ
け
る
う
ち
に
量
が
ふ
え
、

二
日
酔
む
か
え
酒
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
う
な
れ
ば
心
理
的
な
面

だ
け
で
な
く
身
体
的
な
要
求
が
生
じ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
と
は
こ
う
い
う
状
態
の
こ
と

を
い
い
、
身
体
合
併
症
も
出
て
医
療

を
う
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
予
防

　
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
、
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
病
気
で
あ
る
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

1
酔
っ
て
仕
事
に
つ
く
人
。

2
酔
っ
て
車
を
運
転
す
る
人
。

3
年
に
4
回
以
上
ひ
ど
く
酔
っ
ぱ
ら

　
う
人
。

4
酔
っ
た
結
果
お
医
者
さ
ん
に
か
か

　
る
程
の
ケ
ガ
を
し
た
人
。

5
酔
っ
て
警
察
に
保
護
さ
れ
た
こ
と

　
の
あ
る
人
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
自

分
で
限
界
を
超
え
た
と
認
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
人
だ
け
で

な
く
周
囲
の
人
も
注
意
し
て
や
る
こ

と
が
必
要
に
召
り
ま
す
。

　
た
べ
な
が
ら
飲
み
、
最
低
週
二
日

は
肝
臓
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
年
末
年
始
で
お
酒
を
飲
む
こ
と
も

多
く
な
り
ま
す
。
た
の
し
く
お
い
し

く
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
厚
生
省

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
」
よ
り

明
る
い
選
挙
推
進
標
語

我
が
町
の
あ
し
た
を
つ
く
る
こ
の
一
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
荒
戸
富
沢
和
平
さ
ん
の
作
品

歳
末
た
す
け
あ
い

　
　
　
　
募
金
運
動
実
施
中

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
体
の
不

自
由
な
人
や
、
身
寄
り
の
な
い
子
ど

も
、
ね
た
き
り
の
老
人
な
ど
、
私
達

の
手
助
け
を
待
っ
て
い
る
人
達
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
達
が
自
分
の
力
で

社
会
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
国
や
県
、

町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
が
、
行
政
だ
け
の
力

で
は
か
ぎ
り
が
あ
り
ま
す
。

　
私
達
一
人
一
人
が
、
ま
わ
り
に
い

る
困
っ
た
人
達
に
や
さ
し
い
気
持
ち

で
手
助
け
を
す
る
。
苦
し
い
時
に
、

力
に
な
っ
て
あ
げ
る
。

　
こ
う
し
て
、
誰
も
が
た
す
け
あ
い

の
心
を
も
っ
て
、
住
み
よ
い
社
会
を

作
る
た
め
に
自
分
か
ら
す
す
ん
で
、

行
動
を
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
共
同
募
金
は
、
こ
う
し
た
皆
様
方

の
心
暖
ま
る
善
意
を
基
に
、
社
会
福

祉
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
も
皆
様
方
の
真
心
を
、
お
寄

せ
下
さ
い
．

　
窓
口
は
役
場
社
会
課
社
会
福
祉
係

で
す
．

、．．鰯翻鋤幽
，．，“，蹴
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組
合
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
組

合
管
内
の
皆
さ
ん
に
よ
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
二
回
財
政
状

況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
．

　
今
回
は
、
昭
和
5
6
年
度
決
算
状
況

と
昭
和
5
7
年
度
一
般
会
計
の
9
月
末

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
建
物
（
松
代
関
係
の
み
掲
載
）

　
一
、
松
代
分
遣
所

　
　
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
：
ト
ブ
ロ
ッ
ク

昭和56年度決算状況（性質別）

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出

区　　　　分 金　　額 構成比 区　　　　分 金　　額 構成比

1．分担金及び
負　　担　　金 　千円1，323，538

％
84．8

1．人　　件　　費 　千円1，067，452

％
6
9
． 4

2．使用料及び
手　　数　　料

4，766 0．3 2．物　　件　　費 146，367 9．5

3．国庫支出金 0 0 3．維持補修費 10，722 0．7

4．財　産　収　入 26，107 1．7 4．補　助　費　等 31，855 2．1

5．寄　　附　　金 0・

0
5．普通建設

事　　業　　費
217，119 14．1

6．繰　　入　　金 135，779 8．7 6．公　　債　　費 38，603 2．5

7．繰　　越　　金 18，682 1．2 7．積　　立　　金 26，037 1．7

8．諸　　収　　入 10，907 0．7
8．投　資　及　び

出　　資　　金
365 0

9．組　　合　　債 40，000 2．6

計 1，559，779 100．0 計 1，538，520 100．0

　
　
造
り
二
階
建

　
　
　
三
〇
四
、
七
二
平
方
米

　
二
、
職
員
待
機
宿
舎

　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
一

　
　
階
地
上
三
階
建

　
　
　
三
三
九
、
四
三
平
方
米

※
車
輔

　
一
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
　
一
台

　
二
、
救
急
自
動
車
　
　
　
　
一
台

　
三
、
指
令
車
　
　
　
　
　
　
一
台

戸
籍
の
窓
ロ

麟
平
澤
建
一

鈴
木
昌
昭
・
井
上
ち
や
子

　
　
　
十
一
月
受
付
分

御
結
婚

・
富
澤
吉
恵
子

　
　
（
松
代
・
忠
海
屋
）

　
（
寺
田
・
武
左
衛
門
）

昭和57年度予算執行状況（57．4．1～57．9．30）

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出

区　　　分 予算額 収入済額 区　　　分 予算額 支出済額

1．分担金及び
負　担　金

　　千円
1，406，449

　千円
791，358 1．議　会　費

千円
1，741

千円

55

2．使用料及び
手　数　量

3，530 3，233 2．総　務　費 1，453，517 599，949

3．国庫支出金 5，125 0 1．総務管理費 1，393，449 598，578

4．財産収入 11，254 767 （1）一般管理費 1，380，478 596，707

5．寄　附　金 1 0
（2）財政調整基

金費
11，005 0

6．．繰　入　金 53，858 0
（3）組合10周年

記念事業費
1，966 1，871

7．繰　越　金 21，259 21，259
2．特定地域防災

対　策　費
60，068 1，371

8．諸　収　入 5，896 2，293 3．公　債　費 47，119 23，444

4．予　備　費 4，995 0

計 1，507，372 818，910 計 1，507，372 623，448

井
上
路
夫
・
飯
田
茂
子

　
　
　
　
　
　
　
（
寺
田
・
中
林
）

富
澤
佐
一
郎
・
高
橋
秀
子

謬米
持
敦

石
田
　
丈 （

二
男
・
室
野
・
し
ん
た
く
）

　
（
二
男
・
苧
島
・
古
屋
敷
）

　
（
小
荒
戸
・
紙
屋
）

御
出
産

父
恒
敏
　
母
優
子

父
伸
夫
　
母
睦
子

魁
お

米
持
シ
マ
　
70
歳

相
澤
ミ
ナ
　
㎜
歳

南
雲
喜
代
蔵
9
0
歳

松太室
代平野悔

み
善
之
助

は
じ

浦
田
屋
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灘濠鎧

　　　　灘

嶺

年
末
、
年
始
の
火
災
予
防
と

　
　
　
降
雪
に
伴
う
避
難
口
の
確
保

整理整頓は防火の第一歩
　
年
末
、
年
始
と
降
雪
期

を
迎
え
、
火
気
を
取
扱
う

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
注
意
し
火
災

を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
ま

た
雪
に
よ
る
災
害
に
備
え

て
雪
降
し
の
後
は
必
ず
玄

関
の
他
に
も
う
一
ヶ
所
避

難
口
を
確
保
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

一
、
二
階
に
は
避
難
器
具

　
を
で
き
る
だ
け
備
え
付

　
け
て
お
く
。

二
、
二
方
向
以
上
の
避
難

　
路
を
決
め
て
お
く
こ
と
。

三
、
避
難
時
に
は
避
難
の

　
障
害
と
な
る
よ
う
な
物

　
は
置
か
な
い
。

四
、
老
人
や
子
供
、
病
人

　
は
で
き
る
だ
け
避
難
し

　
や
す
い
場
所
に
寝
か
せ

火災予防シリーズ⑧

　
る
こ
と
。

五
、　

す
る
こ
と
。

六
、
ガ
ス
も
れ
に
注
意
す
る
。

火災の芽がほらそこに

寝
る
前
に
必
ず
火
の
元
点
検
を

墜

や

e庸

　
　
ヌ

　
　
砺

鄭勤
輩

　
　
野
触

ル
，

G
．罧

　
多

・
幽
騨
＼
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冬休みを迎えて

家庭での指導強化を

　
十
二
月
下
旬
か
ら
学
校
は
冬
休
み

に
入
り
ま
す
．

　
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し

冬
休
み
の
す
ご
し
方
の
指
導
を
行
い
、

非
行
や
事
故
の
な
い
よ
う
努
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
的
な
よ

う
す
か
ら
い
え
ば
、
最
近
の
子
ど
も

た
ち
の
生
活
や
動
行
は
マ
ス
コ
ミ
の

報
道
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
で

．
「
わ
が
子
は
心
配
な
い
。
」
と
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
て
よ
い
状
態
で
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
．

　
そ
こ
で
、
冬
休
み
中
の
す
ご
し
方

に
つ
い
て
、
そ
の
｝
端
を
掲
げ
、
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
新
年
と
い
う
大
切
な
節
目
を
も
っ

た
こ
の
休
み
を
ど
う
す
ご
す
か
と
い

う
め
あ
て
を
し
っ
か
り
持
た
せ
、
冬

休
み
を
単
な
る
骨
休
み
に
終
ら
せ
ず
、

新
し
い
飛
躍
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

よ
く
考
え
さ
せ
「
め
あ
て
の
あ
る
計

画
的
で
自
律
的
な
生
活
」
を
創
造
す

る
よ
う
に
心
が
け
さ
せ
る
よ
う
、
家

庭
で
の
ご
指
導
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

『
指
導
と
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
』

ω
　
充
実
し
た
生
活
の
実
践
…
…

　
「
進
ん
で
自
己
を
高
め
る
た
め
、

　
よ
い
生
活
設
計
を
た
て
る
。
」

㈹
　
学
習
の
充
実
…
…
「
自
分
の
立

　
て
た
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、
学

　
力
の
向
上
に
努
め
る
。
」
　
例
え
ば
、

　
①
学
習
帳
等
課
題
の
計
画
的
処
理

　
②
一
定
量
の
学
習
時
間
の
確
保

　
③
書
初
や
読
書
へ
の
配
慮
　
④
教

　
科
学
習
へ
の
重
点
対
策
な
ど
。

⑥
　
健
康
生
活
の
確
保
…
…
「
規
則

　
的
な
生
活
を
実
行
し
、
心
身
の
健

　
康
増
進
に
心
が
け
る
。

㊨
　
雪
害
・
交
通
等
の
事
故
防
止
…

　
「
危
険
な
こ
と
か
ら
、
自
分
で
自

　
分
の
身
を
守
る
力
を
養
う
。
」

㈲
　
問
題
行
動
の
未
然
防
止
と
心
得

　
の
遵
守
…
…
「
自
分
か
ら
事
故
を

　
起
さ
な
い
遭
わ
な
い
強
い
決
意
を

　
持
ち
、
よ
い
生
活
の
実
践
と
事
故

　
防
止
の
た
め
、
進
ん
で
き
ま
り
を

　
守
る
。
」
…
…
①
外
出
時
の
服
装
、

　
②
外
出
時
間
（
小
正
月
の
鳥
追
い

　
行
事
を
含
め
て
）
の
遵
守
　
③
保

　
護
者
の
外
出
許
可
及
び
外
泊
の
禁

　
止
　
④
浪
費
の
自
粛
　
⑤
危
険
・

　
有
害
な
遊
び
の
排
除
な
ど
。

　
ほ
か
に
も
多
く
の
注
意
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
．

　
「
非
行
に
は
必
ず
原
因
と
兆
候
が

あ
る
。
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

き
な
問
題
に
な
ら
な
い
小
さ
な
芽
生

え
の
う
ち
に
対
処
し
た
い
の
が
願
い

で
す
。

　
“
み
ん
な
で
力
を
合
せ
て
子
ど
も

を
健
全
に
育
て
る
”
こ
と
に
、
家
庭

並
び
に
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子
供
を
悪
く
す
る
親
の
態
度

◇お金や物を与えるだけで
　　　その使いみちを知らない

ψ
ノ
’

　
、
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の
し

1
年
末
調
整
ー

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て

の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
の
支
給
の
と
き
に
源
泉
徴
収
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る

年
税
額
と
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
る

所
得
税
の
合
計
額
と
は
一
致
し
な
い

の
が
普
通
で
す
。

　
こ
の
理
由
と
し
て
、
①
年
の
中
途

で
扶
養
親
族
が
異
動
す
る
場
合
が
あ

る
こ
と
、
②
生
命
保
険
料
や
損
害
保

険
料
み
控
除
は
、
毎
月
の
税
金
計
算

の
と
き
に
は
差
し
引
か
れ
て
い
な
い

こ
と
、
③
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

に
適
用
さ
れ
る
税
額
表
は
、
各
月
の

給
料
が
変
動
し
た
い
も
の
と
し
て
作

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

り

れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
に
支

給
さ
れ
る
給
料
ま
た
は
ボ
ー
ナ
ス
の

源
泉
徴
収
計
算
の
と
き
に
、
そ
れ
ま

で
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
の
過
不

足
の
精
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

の
手
続
を
「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
こ

の
年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
納

税
が
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
給
与
の
収
入
金
額
が
一
、
O
O
O

　
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
の
ほ
か
に
二
〇
万
円
を
超
え

　
る
所
得
が
あ
る
人

　
一
方
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控

除
や
医
療
費
控
除
、
今
年
初
め
て
住

宅
取
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

な
ど
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま

す
。
く
わ
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
・

税
務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　
1
2
月
1
0
日
か
ら
1
月
9
日
ま
で
、

公
給
領
収
証
の
完
全
交
付
受
領
強
調

月
間
で
す
．

　
こ
れ
か
ら
忘
年
会
や
新
年
会
の
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
期
間

に
限
ら
ず
次
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
場
所
等
を
利
用
さ
れ
た
と
き
は
、

必
ず
公
給
領
収
証
を
お
受
け
取
り
く

区　　　　　　　　分 免　　　税　　　点

料理店、小料理店、バーなどの利用 免税点なし

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど

　　宿泊に伴う夕、朝食を含みます

　　が、宿泊料が免税点を超えたと
宿泊
　　　きは、1人1泊につき2，000円を

　　控除したうえ税額を算出します

1人1泊につき4，000円
（58年1月1日から5，000円）

宿泊客の追加飲食、夜食、間食など
1人1泊ごとにつき2，000円
（58月1月1日から2，500円）

宿泊客の昼食
1人1回につき2，000円
（58年1月1日から2，500円）

日帰り客の休憩、飲食など
1人1回につき2，000円
（58年1月1日から2，500円）

飲食店、喫茶店などの利用
1人1回につき2，000円
（58年1月1日から2，500円）

仕出し、出前（繍詳家庭など） 1人前2，000円
（58年1月1日から2，500円）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簾

上
越
財
務
事
務
所
－
　
　
簾

だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簾

　
　
公
給
領
収
証
は
、
県
と
み
な
さ
ん
簾

　
を
結
び
正
し
い
納
税
の
か
け
橋
と
な
簾

　
る
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簾

　
ま
た
、
明
朗
会
計
に
も
つ
な
が
り
ま
簾

す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簾

　
　
料
理
飲
食
等
消
費
税
の
あ
ら
ま
し
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簾

　
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力　税率は料金の10％です。表の免税点以下の料金の場合は、税はかン

ん。ただし、婦女の接待のある場合は、免税点の適用があセ）ません。
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松代老人会

　しめなわ作り

一たのしい仲間づくり一

・一創作のよろこび藺閣

　
し
め
な
わ
作
り
を
通
じ
て
話
し
合

い
語
り
合
い
の
仲
間
づ
く
り
の
輪
を

ひ
ろ
げ
よ
う
と
松
代
の
老
人
会
で
は

正
月
用
し
め
な
わ
作
り
を
始
め
て
七

年
目
に
な
る
が
、
今
年
は
春
か
ら
よ

い
材
料
を
と
約
五
ア
ー
ル
の
水
田
で

栽
培
、
出
稼
前
に
全
員
で
刈
取
り
、

天
日
、
蔭
ぼ
し
と
手
塩
を
掛
け
た
だ

け
に
ワ
ラ
の
出
来
は
上
々
、
注
文
も

年
々
増
え
て
六
種
類
四
八
O
本
、
製

作
は
渋
海
荘
で
十
一
月
十
一
日
か
ら

㎜　
約
十
日
間
で
り
っ
ぱ
な
製
品
を
作
り

　
上
げ
た
．
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町
書
初
展
の
開
催
に
つ
い
て

　
毎
年
、
町
教
育
振
興
会
と
町
公
民

館
の
共
催
で
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す

町
書
初
展
を
、
明
年
一
月
半
ば
に
総

合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
ま
す

　
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一

般
の
部
門
で
展
示
し
、
一
般
を
除
い

た
三
部
門
を
審
査
、
表
彰
し
ま
す
。

　
先
般
、
松
之
山
町
で
行
な
わ
れ
た

郡
美
術
展
で
は
、
東
頸
城
の
書
道
の

水
準
は
極
め
て
高
い
、
と
絶
賛
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

松
代
町
か
ら
、
特
選
、
奨
励
賞
2
点

が
選
ば
れ
、
立
派
な
成
績
を
あ
げ
て

第
6
0
回
商
工
会

　
　
　
　
珠
算
検
定

受
験
者
数
　
二
二
六
名

合
格
者
数
　
　
五
七
名

合
格
率
四
二
％

321級級級

受
験
者
な
し

合
格
者
な
し

小
島
文
彦
　
　
（
松
代
塾
）

中
村
珠
紀
　
（
〃
　
）

武
田
留
美
子
（
　
〃
　
）

小
島
康
代
　
（
　
〃
　
）

高
橋
　
智
　
　
（
莇
平
小
）

い
ま
す
。

　
期
日
、
規
格
、
提
出
先
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
後
日
、
チ
ラ
シ
等
で
詳

し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

87654級級級級級

佐
藤
清
美

米
持
浅
子

小
堺
喜
幸

　
　
七
名

　
　
九
名

　
　
七
名

　
一
四
名

　
一
二
名

（
儀
　
明
）

（
室
野
小
）

（
蒲
生
小
）

電
報
電
話
局
か
ら
の
お
矢
ら
せ

■
福
祉
用
電
話
機
器
の
使
用
料
が

　
　
　
値
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　
電
々
公
社
で
は
「
広
報
ま
つ
だ
い
」

八
月
号
に
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、
お

年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
の
た

め
に
、
い
ろ
ん
な
電
話
機
を
開
発
し

そ
の
普
及
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
六
五
才
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
老
人
及
び
、
身
体
の
ご
不

自
由
な
方
（
手
帳
お
持
ち
の
方
）
が

ご
使
用
に
な
る
。
電
話
機
器
の
使
用

料
金
を
十
月
一
日
よ
り
値
下
げ
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
ご
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
申
し
出
下
さ
い
。

　
尚
、
主
な
料
金
は
次
の
と
お
り
で

す
。福

祉
用
電
話
機

器
の
名
称

新
料
金

現
行
料
金

シ
ル
バ
ー
ホ
ン

あ
ん
し
ん

一
、
七
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

シ
ル
バ
ー
ホ
ン

め
い
り
ょ
う

一
〇
〇
円

一
七
〇
円

■
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
あ
な
た
の
ご
意
見
を

　
電
報
電
話
局
で
は
、
「
私
た
ち
の
町

の
電
話
局
」
づ
く
り
の
た
め
、
皆
様

の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
き
す
る
、

オ
レ
ン
ジ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
を
営
業
窓

口
に
設
け
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
お
気
軽
に
お

申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

■
ハ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
お
願
い

　
近
年
、
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
電
話
の

障
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
線
に
充
分
注
意
さ
れ
て
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
電
話
線
に
ご
注
意
を

　
毎
年
雪
お
ろ
し
の
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
す
と
、
電
話
線
の
切
断
等
が
多

数
発
生
し
て
、
故
障
修
理
に
長
い
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
ご
注
意
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
お
め
で
と
う
…
…
と

　
　
　
　
電
話
で
ど
う
ぞ

　
正
月
三
が
日
は
、
昼
間
（
午
前
八

時
～
午
後
七
時
）
で
も
、
六
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
地
域
へ
の
通
話

は
「
日
曜
、
祝
日
割
引
」
の
料
金
が

適
用
さ
れ
、
約
四
割
引
と
な
り
ま
す

の
で
、
グ
ッ
と
お
得
で
す
。

　
三
が
日
は
、
ゆ
っ
た
り
気
分
で
声

の
年
賀
状
は
い
か
が
で
す
か
。

㊧
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
地

域
…
五
十
音
別
電
話
帳
十
四
・
十
五

ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
電
話
番
号
新
設
・
変
更

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
ー
＋
一
）

〔
新
設
〕

　
大
谷
明
彦
　
七
－
三
九
一
〇
松
代

　
桑
原
京
子
　
七
－
三
九
二
一
〃

　
小
堺
光
司
　
七
－
三
九
〇
八
〃

　
高
野
次
郎
　
七
－
三
九
二
二
〃

　
大
和
電
設
（
株
）
総
合
体
育
館

　
建
築
現
場
　
七
－
三
八
○
○
松
代

　
新
潟
日
立
冷
熱

　
　
　
　
　
　
七
i
三
八
九
四
松
代

　
山
本
善
平
　
七
ー
三
九
一
一
犬
伏

　
美
山
ド
レ
ス
七
ー
三
八
九
二
蒲
生

　
室
岡
組
（
株
）
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ

　
ン
　
　
　
　
七
－
三
八
九
五
清
水

〔
変
更
〕

　
佐
藤
正
己
　
八
－
二
一
三
八
室
野

　
高
橋
八
十
八
・
八
－
二
七
四
〇
福
島

　
美
濃
和
英
　
八
－
二
七
四
一
〃

　
村
山
宇
三
郎
・
八
－
二
七
四
二
室
野

12月16日（木）

12＝30～15＝30

原田屋肉店～

　　高　校　前

12月17日（金）

9＝00～12＝00

儀明部落全部
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文
芸

短

つ
ん
ぽ
桟
敷
で

護
，
郵

畿
瀞

　
’
C

蛮
驚

　
＼
望

　
’

歌西
潟
ま
さ
を

朝
顔
を
植
え
そ
こ
ね
た
る
今
年
の
夏

も
昼
顔
が
咲
き
、
ぎ
ぼ
う
し
も
咲
く

脱
皮
し
た
大
き
な
蛇
の
ぬ
け
が
ら
が

白
く
な
が
な
が
と
草
む
ら
を
這
う

家
族
み
な
お
人
好
し
に
見
え
て
哀
し

朝
音
も
な
く
暗
く
秋
の
雨
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
り
　
ふ

舞
台
の
上
の
う
た
も
台
詞
も
聞
く
気

に
な
ら
ず
　
つ
ん
ぼ
桟
敷
で
動
き
の

み
見
る

花
ざ
く
ろ
の
葉
は
こ
と
ご
と
く
散
り

は
て
ぬ
小
さ
き
蜂
の
巣
　
ひ
と
つ
残

し
て

　
　
　
か
ら
だ

衰
え
し
身
体
を
は
げ
ま
し
　
は
げ
ま

し
つ
　
新
し
い
耕
地
の
路
を
散
歩
す

し
ぶ
み
句
会

ほ
う
き
目
を
正
し
く
つ
け
て
菊
花
展

柿
熟
る
る
鏡
光
り
に
空
は
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

座
敷
守
る
壁
の
鬼
女
面
冬
め
け
る

山
一
つ
越
ゆ
れ
ば
末
だ
落
葉
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

盆
棚
を
解
く
日
は
ぬ
く
し
小
六
月

　
　
　
ど
ん
ぐ
り
ほ
ら

大
雪
か
団
栗
洞
に
多
く
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

手
の
と
ど
く
処
の
柿
も
色
づ
け
り

お
と
な訪

え
ば
地
炉
で
餅
焼
く
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

出
稼
ぎ
に
発
ち
し
か
村
並
み
冬
構
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ゑ
す

反
抗
期
迎
え
し
吾
子
や
菊
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

炉
を
開
く
妻
は
去
年
の
事
を
言
う

霜
お
き
て
黒
屏
つ
づ
く
町
小
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
仙

時
雨
き
て
日
々
に
城
山
あ
せ
て
ゆ
き

小
春
日
の
暮
れ
れ
ば
風
の
肌
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

特
急
便
新
米
着
き
し
と
子
の
電
話

枯
山
に
小
杉
の
丈
の
伸
び
目
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

と
　
　
り

収
穫
終
え
し
畑
に
二
つ
藁
の
塚

菊
の
鉢
並
べ
て
電
話
の
客
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

霜
の
朝
夫
ふ
り
か
え
り
出
稼
ぎ
に

落
葉
焚
き
孫
が
モ
ミ
ジ
の
手
を
か
ざ

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

霜
月
や
裏
山
の
日
日
落
葉
し
て

十
一
月
の
変
わ
り
果
て
た
る
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

旅
立
ち
の
老
父
に
小
春
授
か
り
し

小
春
日
に
野
仏
一
つ
暖
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

橋
々
に
ポ
ー
ル
を
立
て
て
雪
を
待
つ

出
稼
車
落
葉
舞
い
上
げ
走
り
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

蒲
生
句
会

い
た
ち
出
て
林
道
よ
ぎ
る
十
三
夜

土
工
等
の
朝
の
体
操
落
葉
舞
う

引
き
揚
げ
し
鯉
に
目
を
張
る
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
こ
　

飯
山
市
耕
山

山
茶
花
や
工
事
現
場
の
夜
明
け
か
な

も
の
静
か
飯
場
の
屋
根
に
時
雨
降
る

　
　
　
　
た
ん
　
ヲ
　
　
ぎ

返
り
咲
く
蒲
公
英
の
花
小
輪
な
り

　
　
　
　
　
　
　
千
葉
市
鉄
　
堂

同
じ
趣
味
医
院
の
軒
下
菊
の
鉢

ひ
っ
そ
り
と
木
蔭
に
赤
き
薮
柑
子

気
の
早
さ
年
の
用
意
に
小
物
買
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

北
風
や
戸
笛
き
こ
え
て
炉
に
ひ
と
り

賀
状
書
く
筆
を
止
む
や
雪
起
こ
し

初
雪
や
庇
の
雫
光
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

山
枯
れ
て
滝
白
々
と
落
ち
に
け
り

　
　
　
ぶ
な

県
境
の
撫
原
生
林
枯
れ
尽
く
す

鴨
鍋
を
煮
て
お
り
黄
落
し
き
り
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
　
”
松
代
園
芸
愛
好
会

冬
の
緑
葉
盆
栽

◎
サ
ン
ザ
カ
と
書
い
て
サ
ザ
ン
カ

　
山
茶
花
は
ツ
バ
キ
科
、
椿
に
よ
く

似
た
姿
か
た
ち
、
山
茶
花
は
焚
き
火

の
歌
で
も
な
じ
み
深
い
花
で
す
。
散

り
方
は
椿
と
は
対
照
的
花
全
体
が
ポ

ト
リ
と
落
す
椿
に
対
し
、
山
茶
花
は

花
び
ら
を
静
か
に
ひ
と
ひ
ら
ず
つ
散

ら
し
ま
す
。

のネキバツ　　　　　　　山茶花（◎
冬
の
千
両
役
者

　
千
両
は
セ
ン
リ
ョ
ウ
科
、
赤
い
実

と
縁
起
の
よ
い
名
前
で
人
気
の
千
両

枝
の
先
端
に
実
を
つ
け
ま
す
。
同
じ

縁
起
物
に
万
両
が
あ
り
ま
す
が
、
万

両
は
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
の
植
物
横
に
出

た
側
枝
に
実
を
つ
け
ま
す
。

おネウ千両（センリョ

噌

　
へ

」
h
‘
一

潔

卸

　コロゆ
も謬；こ’・　9高

《一・幾

◎
七
ツ
手
で
も
八
ツ
手

　
八
ツ
手
は
ウ
コ
ギ
科
、
八
ッ
に
裂

け
た
手
の
ひ
ら
と
い
う
意
味
か
ら
そ

の
名
を
も
つ
八
ツ
手
、
実
際
に
は
七

裂
か
九
裂
の
も
の
が
多
く
、
偶
数
に

裂
け
る
の
は
む
し
ろ
珍
し
い
と
い
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
八
手

は
八
手
。

わネギコウ　手　
　
　
　
　
＊

　
ご
意
見
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

公
民
館
ま
で
。
…
…
…


